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Development of Traﬃc Prediction System Based on Nearest Neighbor
Method Considering Information of Connected Road
Yuji Murakiy1 and Daisuke Takanoy2
We have developed traﬃc prediction system for car navigation. Our system predicts traﬃc
data by nearest neighbor method. Using data of digital map database that is widely used for
car navigation systems enables the system to utilize information of connected roads. Experi-
ments using actual traﬃc data indicate that the method used in our system is more eﬀective
than the conventional method. In this report, we describe these experimental results and
introduce the functions of our system.
1. は じ め に
国内における渋滞の損失は年間約 12兆円にのぼり，
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図 1 VICS データの例
個以上の交通計測器によって 5分ごとに収集され
た旅行時間情報を提供している2)．VICSデータ
























X = (x(1); x(2); : : : ; x(tpast)






xp(tnow) = (x(tnow ¡ l + 1);
x(tnow ¡ l + 2); : : : ; x(tnow)) (2)
図 2 最近隣法のイメージ
xp(tpast) = (x(tpast ¡ l + 1);





考えると，tpast の範囲は，l + 1 · tpast · i¡ p
　距離関数によって得られたパターン間の非類似
度を
f(tnow; tpast) = d(x
p(tnow); x
p(tpast) (4)
　としたとき，f(tnow; tpast)を tpast = l + 1 »
i¡ pの範囲で求め，式 (5)のように表す．
A = (f(tnow; l + 1); f(tnow; l + 2)
; : : : ; f(tnow; tnow ¡ T )) (5)
　このうちの最も値の小さいもの上位 k 個に対
して，そのインデックスを c1; : : : ; ck としたとき，
予測値 x(tnow +T )は式 (6)のように類似度に応
じた加重平均をとることにより求められる．
x(tnow + T ) =
kX
i=1












































の手法は一般的に使われる k-NN の k = 1 の場合
である．この研究では，東京都西東京市内の青梅街
道の一部分における VICS情報を対象としている．







( 3 ) 塚原らの手法9)











































本システムは 表 1 に示す 6つの要素で構成される．
本システムの構成図を 図 3 に示す．また，ルート予
測機能と渋滞予測地図作成機能のアルゴリズムをそれ





( 1 ) 予測対象リンクに接続している
( 2 ) 予測対象リンクと一般道，首都高の分類が一致
している



















蓄積 VICS データ 予測に利用する各リンクの過去の旅行時
間データを保持する．





























































jTime(tnow)¡ T ime(tpast)j (9)
Time(t):時刻 t を 1 日のサンプル時点の 0 » 287
に変換する関数
Time(h時m分 ) = h ¤ 12 +m=5























実験の結果を 表 2 ， 表 3 ， 表 4 ， 表 5 に示す．
表中の数字は各パラメータで予測を行ったときの平均
誤差率（単位は%）を表している．表中では，セルの
色の濃いものほど低い誤差率を示している． 表 2 ，
表 3 から，首都高では k = 8，l = 12付近のパラメー
タを用いたとき，誤差率が低くなっていることがわか
る．同様に，表 4 ，表 5 から，一般道では，k = 12，
l = 12付近パラメータの場合に誤差率が低くなってい
る．これらの結果から，本システムの予測で使用する
パラメータは，首都高の予測では，k = 8, l = 12，一
















は，2003年 6月 16日 (月)～2003年 6月 29日（日）
までの 14日間とした．
実験の結果を 図 7 ，図 8 に示す．この図は，予測
開始時刻を 5 分ずつずらし，48 回予測を行ったとき
の 5 分先から 120 分先までの平均誤差率を示してい















図 7 首都高 99 番リンクを対象とした予測の誤差率


























表 6 首都高 100 リンクの誤差率の平均 (%)
通常 周辺情報 時刻類似度 併用
30 分後 12.43 11.51 11.30 10.90
60 分後 16.94 16.01 14.30 14.12
90 分後 20.25 19.59 16.46 16.47
120 分後 21.47 20.74 16.70 16.92
表 7 一般道 100 リンクの誤差率の平均 (%)
通常 周辺情報 時刻類似度 併用
30 分後 35.46 32.49 29.25 30.34
60 分後 40.20 40.93 36.94 38.13
90 分後 40.54 38.54 29.91 31.58
120 分後 48.78 48.09 37.69 38.84
表 8 システムの開発・実行環境
開発環境 Visual Studio 2005
使用言語 C ＃
実行環境 OS Windows Vista Business



















択できるのは，2003 年 4 月 1 日から 2004 年 3 月
31 日までの 1 年間のみである．日時指定ダイアロ
























図 13 30 分後の渋滞予測地図
図 14 60 分後の渋滞予測地図
グの画面の例を 図 11 に示す．
ルート旅行時間予測を行う際のユーザの操作手順を
以下に示す．
( 1 ) 地図上をダブルクリック（始点・終点の設定）
( 2 ) [メニューバー]-[ルート探索]（経路探索の実行）
( 3 ) [メニューバー]-[ルート旅行時間予測]（交通量
予測の実行）
予測開始時点での渋滞地図と，渋滞予測地図作成機
能で作成した渋滞予測地図の例を 図 12 ， 図 13 ，
図 14 に示す． 図 12 は 2003年 6月 16日 6:00の時
点のVICSデータから渋滞状況で色分けして描画した



























参 考 文 献
1) S.Bajwa，E.Chung and M.Kuwahara：Perfor-
mance Evaluation of an Adaptive Travel Time
Prediction Model, IEEE International Confer-












of Traﬃc Data by Genetic Fuzzy System，
IEEE 2nd International Symposium on Evolv-
ing Fuzzy Systems (EFS 2006)，pp. 280-285
(2006)．
6) 熊谷，伏木，横田，君田：全国域交通情報予測
サービスにおける予測プロセスの効率化，情報処
理学会研究報告，ITS-18，pp.19-26 (2004).
7) 国土交通省道路局：http://www.mlit.go.jp/road/
8) ナビゲーションシステム研究会：ナビ研ソフト作
成ガイドブック，S規格 (Version2.2)準拠 (1997).
9) 塚原，古川，原，狩野：時刻類似度を用いた最
近隣法による広域 VICS情報の予測手法，情報処
理学会第 67回全国大会，6F-5，(2005).
10) 上田：データマイニング実践集,共立出版，(1999).
